
脊髄腫瘍・血管障害について 

 

手術用顕微鏡を用いて正常な神経組織への損傷を極力加えないように治療を行ってい

ます。 

腰椎病変での術後腰椎形成が必要な場合には整形外科との合同で手術を行っています。 

 

１．脊髄硬膜外腫瘍 

２．脊髄硬膜内腫瘍 

３．脊髄髄内腫瘍 グリオーマ 

 

４．脊髄内血管奇形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腰椎くも膜下出血にて発症した馬尾神経周辺の血管奇形(術中写真) 

 

 


